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第13次中期経営計画の策定について 

 

当社は、2022 年度を初年度とする３か年の第13次中期経営計画（2022年 4月～2025 年３月）

を、別紙のとおり策定しましたので、お知らせいたします。 

 

 

以  上 



2022年3月18日

株式会社サンテック （東証2部 1960）

第13次中期経営計画について
（2022年4月～2025年３月）
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第13次中期経営計画 骨子
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～経営理念の下、Innovationに積極的に
取組み、持続的成長を目指す～

【サブテーマ】
◎現有施工力の最大限発揮による利益改善により、営業
利益10億円を安定的に確保する体制を早期に確立し、
株主・協力業者・社員への適正な利益配分を行う。

◎再生可能エネルギー・ZEB関連ビジネス、人財の育成、
所有不動産の有効活用に必要な成長投資を積極的に
行う。



第13次中期経営計画 重点方針
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【重点方針】

（A） お客さま、社会のニーズに応える事業基盤
の強化

（B） 安全・品質の確保と施工力強化
（C） 人財の確保・育成と働き方改革の推進
（D） DX推進等による生産性・収益性向上
（E） ガバナンスの確保
（F） SDGsへの取組み



第13次中期経営計画 資本政策
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【資本政策の基本的方針】

●第13次中期経営計画を推進する過程で必要となる再生
可能エネルギー・ZEB関連ビジネス、人財の育成、所有
不動産の有効活用に係る投資、及び株主・協力業者・
社員への適正な利益配分という視点をもった対応を行う。

●配当還元については、DOEも考慮した配当の実施を、
検討していく。



第13次中期経営計画（施策項目）
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重点方針 施策項目 取組み内容

お客さま、社会のニーズ
に応える事業基盤の強化

コア事業に係る営業力強化
首都圏、中国地域の体制と基盤強化、都市圏の事業拡大への取
組み

再生可能エネルギー事業の推進
カーボンゼロへの取組みの一環として、再生可能エネルギー事
業を推進

送電線を中心に電力安定供給インフラ事
業の推進

電力会社毎の対応方針・施策に則り、送電線工事を中心に電力
工事を推進

概算見積り、設計協力に係る体制強化
ITの活用、人員拡充等により、概算見積り、設計協力に係る体
制を強化し、受注の拡大を図る

空調管工事事業の拡充
武蔵野工業との連携強化、国内・海外におけるM＆A等による、
空調管工事事業の更なる拡充

安全・品質の確保と施工
力強化

施工に係る安全及び品質の確保
安全衛生マニュアルの励行、品質管理に係る要領等の活用、及
び現場パトロールの充実等による、安全・品質の確保と向上

協力業者の開拓と協力業者との協働体制
の強化

各種ネットワークも活用した協力業者の開拓、協力業者との間
における相互人材育成等による協力業者との協働体制の強化

施工力強化に向けた外国人社員の育成 電工を含む施工力強化に向けた外国人社員の登用と育成



第13次中期経営計画（施策項目）
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重点方針 施策項目 取組み内容

人財の確保・育成と働き
方改革の推進

組織力強化に向けた人財育成

資格の早期取得等による若手社員の早期戦力化、中堅社員・管
理者研修の充実等、施工管理の強化に向けた人財育成

目標管理制度の充実、資格取得へのモチベーションアップ施策
の実施

働き方改革の推進及び働きがいを感じる
職場の形成

総労働時間の削減、職場環境の改善、福利厚生の充実、With 
CORONAを見据えた就業対策による社員満足度の向上

DX推進等による生産性・
収益性向上

生産性・収益性向上に向けた業務改善及
びDX推進

ITソフト・IOT等、DX推進による全社的な業務効率化、生産性
向上

現場代人業務の効率化に向けた業務改善

新基幹システムの活用による更なる業務効率化、経営管理の拡
充

ガバナンスの確保

コンプライアンスの徹底 実効性のあるコンプライアンス施策の展開

ガバナンス体制の強化・徹底 より良いガバナンスに向けた取り組み強化

資本コストを意識した資産効率向上への
取組み

保有不動産、政策投資株式に係る方針に基づき、資産効率向上
を図る



第13次中期経営計画（施策項目）
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SDGsへの取組みについて


